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一 般 質 問一 般 質 問
新
市
建
設
計
画
と
総
合
計
画

質
問　

合
併
特
例
債
事
業
は
後
年
度
負

担
を
考
慮
し
、
１
５
０
億
円
を
限
度
額

と
し
て
い
る
。
大
型
追
加
事
業
は
新
た

な
負
担
増
、
既
計
画
事
業
と
の
調
整
は

ど
う
行
う
の
か
。

市
長　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
導
入
等
新
規

事
業
は
、
市
民
の
要
望
を
受
け
、
総
合

計
画
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
経
て
着
手
し
て

い
ま
す
。
合
併
特
例
債
は
、
こ
れ
か
ら

も
１
５
０
億
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

質
問　

答
弁
が
か
み
合
っ
て
い
な
い
。

限
度
額
が
決
ま
っ
て
い
る
中
、
追
加
事

業
が
あ
れ
ば
廃
止
事
業
も
あ
る
は
ず
。

４
年
間
の
実
績
は

質
問　

伊
香
保
温
泉
再
生
事
業
で
30
数

億
円
の
事
業
費
を
投
入
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
ど
の
く
ら
い
の
数
の
観
光
客
が

増
加
し
た
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

石
段
の
延
伸
に
よ
る

観
光
客
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
把
握
で

き
ま
せ
ん
が
、
観
光
客
数
に
つ
い
て
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

質
問　

伊
香
保
温
泉
の
水
道
料
金
の
大

口
滞
納
者
に
対
す
る
対
応
を
聞
く
。

市
長　

大
口
滞
納
者
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
料
金
徴
収
業
務
の
中
で
各
滞
納
者

の
状
況
を
踏
ま
え
た
納
入
相
談
等
を
行

い
、
分
割
入
金
や
分
納
誓
約
書
の
締
結

等
に
よ
る
対
応
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

選
挙
公
約
の
中
味
は

質
問　

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
観
光
客
の
誘

致
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
、
ど
の
国
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

県
が
ア
ジ
ア
諸
国
の

中
で
も
東
ア
ジ
ア
に
的
を
絞
っ
て
の
経

済
戦
略
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
市
も
県
と
連
携
し
て
台
湾
・
中
国
を

中
心
に
観
光
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

伊
香
保
町
水
沢
に
建
設
予
定
の

佛
光
山
寺
、
日
本
総
本
山
計
画
は
、
市

と
し
て
観
光
客
誘
致
と
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
市
と
し
て
建
設
に
関
与
す
る

の
か
、
反
対
を
す
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

佛
光
山
法
水
寺
開
山

準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
地
域
住
民

へ
の
周
知
、
協
力
体
制
を
目
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
は
こ

の
活
動
に
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。

市
長　

寺
院
建
設
に
つ
い
て
は
地
元
住

民
と
お
寺
で
十
分
話
し
合
っ
て
進
め
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
も
行
政
の
立
場
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

平
方　

嗣
世　

議
員　

２
期
目
の
阿
久
津
市
政
を
問
う

須
田　

勝 　

議
員　

そ
れ
ら
を
ど
う
検
討
し
た
の
か
を
聞
い

て
い
る
。
再
答
弁
を
。

企
画
部
長　

総
合
計
画
の
主
要
事
業
や

合
併
特
例
債
事
業
は
、
毎
年
度
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
財
政
の
状
況
、
今
後
の
見
通
し

等
を
検
討
し
、
見
直
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策

質
問　

人
口
減
少
対
策
は
今
後
の
市
政

の
基
礎
。
税
収
減
、
民
生
費
増
等
多
岐

に
影
響
が
及
ぶ
。
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

市
長　

地
場
産
業
・
地
域
産
業
を
し
っ

か
り
守
り
、
後
継
者
を
つ
く
る
。
渋
川

伊
香
保
・
赤
城
Ｉ
Ｃ
を
核
と
し
て
企
業

誘
致
を
図
り
、
雇
用
を
確
保
し
ま
す
。

質
問　

今
後
の
市
政
は
教
育
と
福
祉
が

基
本
。
介
護
、
引
き
こ
も
り
防
止
が
目

的
の
独
居
老
人
の
昼
食
会
に
元
気
な
老

人
が
来
て
い
る
と
い
う
副
市
長
の
発
言

は
、
「
元
気
な
高
齢
者
に
は
金
を
使
う

な
」
と
受
け
取
れ
る
。
発
言
の
真
意
は
。

副
市
長　

事
業
見
直
し
の
一
例
と
し
て

申
し
上
げ
た
。
財
源
が
厳
し
い
中
、
同

様
な
事
業
は
ほ
か
に
も
あ
り
、
優
先
す

べ
き
事
業
に
財
源
を
充
て
る
も
の
で
す
。

元気な高齢者

大金を投入した石段街
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公
共
施
設
の
あ
り
方

中
澤　

広
行　

議
員　

質
問　

公
共
施
設
の
あ
り
方
で
は
、
財

政
面
で
の
裏
付
け
が
不
可
欠
で
あ
る
。

健
全
化
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
過
去
２
年
間

に
わ
た
り
歳
出
抑
制
の
た
め
、
枠
配
分

方
式
を
導
入
し
た
の
は
理
解
で
き
る
。

し
か
し
単
な
る
市
民
団
体
等
へ
の
補
助

金
等
10
％
縮
減
で
の
提
示
は
、
そ
の
意

義
を
成
し
て
い
な
い
。
平
成
26
年
度
予

算
で
も
既
に
10
％
縮
減
を
提
示
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
示
は
す

ぐ
に
撤
回
し
、
各
団
体
等
と
の
協
議
の

上
、
予
算
を
決
定
す
る
こ
と
を
要
求
す

る
。

総
務
部
長　

事
業
内
容
か
ら
議
論
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
内
示
し
て
い

る
と
す
れ
ば
撤
回
し
、
補
助
団
体
に
丁

寧
な
説
明
を
し
、
協
議
・
調
整
し
ま
す
。

質
問　

普
通
交
付
税
は
合
併
11
年
目
か

ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
16
年
目
か
ら

純
粋
に
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
算
定
さ

れ
る
が
、
合
併
し
て
い
な
い
自
治
体
は
、

大
幅
な
減
額
が
な
い
。
不
公
平
が
あ
る
。

県
内
各
市
長
と
連
携
し
国
に
制
度
の
見

直
し
を
図
る
よ
う
求
め
る
べ
き
だ
が
。

市
長　

全
国
的
組
織
（
仮
称
）
合
併
算

定
替
終
了
に
伴
う
財
政
対
策
協
議
会
へ

加
入
し
、
影
響
が
出
な
い
よ
う
新
た
な

財
政
支
援
策
創
設
を
国
に
要
望
し
ま
す
。

質
問　

平
成
26
年
度
に
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
（
仮
称
）
東
部
学
校
給
食
共

同
調
理
場
は
、
建
設
予
算
約
９
億
円
。

平
成
35
年
の
児
童
生
徒
数
を
考
慮
す
れ

ば
、
自
ず
と
不
必
要
で
あ
る
。
児
童
生

徒
数
の
推
移
を
改
め
て
精
査
し
、
計
画

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
長　

配
送
時
間
の
短
縮
や
地
産
地
消

の
推
進
が
よ
り
容
易
に
な
る
。
ま
た
よ

り
き
め
細
や
か
な
給
食
の
提
供
が
可
能

に
な
る
こ
と
か
ら
３
カ
所
で
進
め
た
い
。

質
問　

市
人
口
減
少
対
策
推
進
方
針
策

定
委
員
会
の
提
言
と
具
体
策
は
、
い
つ

市
議
会
に
示
し
、
計
画
化
す
る
の
か
。

企
画
部
長　

庁
内
調
整
が
整
い
次
第
、

議
会
に
報
告
し
ま
す
。
時
期
は
平
成
26

年
３
月
定
例
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質
問　

17
の
小
学
校
区
別
で
、
合
併
時

か
ら
現
在
ま
で
の
人
口
減
少
率
の
高
い

上
位
５
地
区
は
ど
こ
か
。

企
画
部
長　

減
少
率
が
一
番
高
い
の
は
、

南
雲
小
学
校
区
、
小
野
上
小
学
校
区
、

上
白
井
小
学
校
区
、
伊
香
保
小
学
校
区
、

三
原
田
小
学
校
区
の
順
で
す
。

質
問　

人
口
減
少
率
の
高
い
地
区
（
人

口
激
減
地
区
）
の
活
性
化
対
策
等
は
。

企
画
部
長　

田
舎
ん
家
利
用
促
進
事
業

や
県
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
協
議
会
等

の
事
業
を
活
用
し
、
空
き
家
対
策
等
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

棚
下
不
動
の
滝
の
石
段
早
期
復
旧
を

質
問　

日
本
の
滝
百
選
「
棚
下
不
動
の

滝
」
は
群
馬
県
の
治
山
、
砂
防
、
河
川

及
び
県
道
関
連
で
滝
つ
ぼ
ま
で
施
工
し

た
。
震
災
の
石
段
復
旧
も
県
の
治
山
、

砂
防
事
業
で
の
要
望
を
。

赤
城
総
合
支
所
長　

平
成
24
年
度
治
山

事
業
で
は
見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
度
に
改
め
て
県
へ
要
望
し
ま
し
た
。

質
問　

滝
つ
ぼ
へ
行
く
左
岸
側
の
道
を

県
治
山
事
業
と
協
調
し
て
整
備
を
。

赤
城
総
合
支
所
長　

治
山
事
業
が
実
施

さ
れ
る
際
に
は
、
作
業
道
が
仮
設
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
道
が
残
せ
る
か

否
か
を
県
と
協
議
し
ま
す
。

三
原
田
住
宅
団
地
の
未
分
譲
地
見
直
し

質
問　

県
企
業
局
の
住
宅
未
分
譲
地
が

杭
柵
と
な
っ
た
。
市
の
今
後
の
対
応
は
。

赤
城
総
合
支
所
長　

県
企
業
局
の
問
題

が
解
決
後
に
、
市
に
協
議
が
あ
れ
ば
、

地
元
の
意
向
を
踏
ま
え
対
応
し
ま
す
。

人
口
激
減
地
区
対
策
ほ
か
２
件

狩
野　

保
明 　

議
員　

（仮称）東部学校給食共同調理場予定地

棚下不動の落石岩


